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ユ

境

流水量を調整する

ことにより、節水に

努めています。�

※データは、各年度ともユニー㈱当年
2月21日～翌年2月20日までのものです。�

2006年度のＣＯ２の換算係数は下記より換算しました。�
電気：「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令（平成十八年経済産業省環境省令第三号）」に基づいた経済産業省環境省告示
第三号 官報４５４８号）水道：独立行政法人国立環境研究所「水道に関するCO２排出源単位の算定根拠」（環境省奨励）�
ガス・石油：温室効果ガス排出算定・報告マニュアルVｅｒ．１．１　平成十八年経済産業省環境省に基づいた「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」�

電気（単位：千kWh）� 水道（単位：千m3）� ガス（単位：千m3）� 石油（単位：千リットル）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：W/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：リットル/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：リットル/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：cc/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：gCO2/H.m2）�

二酸化炭素排出量（単位：t-CO2）�
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減�

石油使用の要因だった自家発
電を大幅に中止したため、使用
量が減少しました。      
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ＣＯ２発生が多い石油の使用抑
制を実施したため、CO２排出量を
抑えられました。�

2005年まではユニーの直営部
分の使用量ですが、2006年はテ
ナントも含めた全体使用量としま
した。�

2006年夏の異常気象により例
年より気温が低かったため、使
用量が減少したと推測されます。�

石油高騰とＣＯ２発生抑制のために、
自家発電を止め、電力会社からの
供給に切り替えた店舗が増えた
ため、単位使用量が増加しました。�

ユニーの省エネルギー活動�

エネルギー使用量の推移�

トイレの節水�
環境省主導の「ブラックイルミネーション

2007」に参加しました。これは「CO2削

減／ライトダウンキャンペーン」の一環で、

6月24日の午後8時～10時の2時間、商業

施設や家庭な

どに電気を消

すことを広く呼

びかけたもの

です。�

ブラックイルミネーションの実施�「エネルギーの使用の合理化に�
  関する法律」（改正省エネ法）�

本部事務所内の空調を夏は28℃、冬は19

℃に設定しています。�

事務所内の室温管理�

593,656

624,892

508,829

534,209

789,726

熱エネルギーの重油換算1,500  以上が第2種指

定工場、3,000  以上が第１種指定工場に指定さ

れ、エネルギーの使用実績の報告と、それぞれ管

理責任者及び管理委員会の設置・削減計画の策

定が義務付けられました。ユニーでは第2種に49

店舗、第1種に2店舗が指定され、従来の省エネ活

動に加えエネルギー使用削減のために設備面で

の改善、省エネ運動などを計画・実施しています。�

20

環境にイイこと、プラス� 環境負荷�

限りある資源を大切に使うため、また環境負荷を軽減するために、全社で省エネルギー・省資源に取り組んでいます。�
その活動は、節電や節水、事務用品の再生製品利用など、多岐にわたっています。�

省エネルギー・省資源活動�
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